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45
年
連
続
で
柿
の
収
穫
量
日
本
一

を
誇
る
和
歌
山
県
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
育
成
が
進
ん
で
い
る
。

　
柿
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
紀
の

川
沿
い
の
丘
陵
地
帯
。温
暖
な
気
候

で
日
照
時
間
は
長
い
が
、昼
と
夜
の

寒
暖
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、甘
く
て

色
づ
き
の
良
い
高
品
質
な
柿
が
栽
培

で
き
る
と
い
う
。

　

2
0
1
9
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た

早
生
甘
柿
の〝
紀
州
て
ま
り
〟は
、柿

で
は
和
歌
山
県
で
初
め
て
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
で
、「
早
秋
」と「
太
秋
」の

特
徴
を
受
け
継
ぎ
、甘
く
て
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
食
感
が
特
徴
。丸
く
て
美
し
い

外
観
か
ら〝
紀
州
て
ま
り
〟と
名
付
け

ら
れ
た
。9
月
上
旬
の
極
早
生
柿
に

始
ま
り
、11
月
の
富
有
柿
ま
で
、切
れ

目
な
く
旬
の
柿
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
収
穫
時
期
を
調
整
し
て
開
発

さ
れ
た
。10
月
下
旬
頃
か
ら
味
わ
え
、

今
後
、多
く
の
人
の
も
と
に
届
け
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

柿の収穫量38,900トン（2023年
和歌山県産）のうち、約8割を渋
柿が占める。甘柿と渋柿の掛け
合わせは渋柿になる可能性が高
く、甘柿の新品種の開発は難しい
という。うまく開発できても出荷
までに5年以上かかる大変な作
業だが、“日本一の産地を代表す
るような品種に”との想いが込め
られている。

2020年に初出荷された“紀州てまり”は、まだまだ出荷量は少なく、
これからブランド力を築いていく段階。年数を重ね若木が育つと、
生産量の増加も見込まれ、今後は誰にでも親しまれる果実にして
いきたいと考えている。

大玉で見た目もよく、種が少ないため食べ
やすい〝紀州てまり〟。甘くてジューシーな
食感が味わえると注目されている。
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